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【手続補正書】
【提出日】令和2年6月2日(2020.6.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対象画像から空間周波数応答の劣化を回復するための鮮鋭性回復量を生成する生成手段
と、
　前記鮮鋭性回復量に基づいて、前記対象画像に線幅補正処理を施す線幅補正手段と
　を備え、
　前記線幅補正手段は、前記対象画像の隣接画素間において、前記鮮鋭性回復量の符号が
反転する場合に、前記鮮鋭性回復量の絶対値の大きな画素の符号に従って、線幅を補正す
ることを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記線幅補正手段は、
　前記鮮鋭性回復量の符号が正の画素の絶対値が、負の画素の絶対値よりも大きい場合に
、前記負の画素に位置する画素に所定の補正量を加算し、
　前記鮮鋭性回復量の符号が正の画素の絶対値が、負の画素の絶対値よりも小さい場合に
、前記正の画素に位置する画素に所定の補正量を加算することで線幅を補正することを特
徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記線幅補正手段は、前記対象画像の隣接画素間における鮮鋭性回復量の合計値に基づ
いて、前記所定の補正量を算出することを特徴とする請求項２に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記対象画像から、ハーフトーン画像及び各画素の露光位置を寄せることを指定する露
光位置情報を生成する中間調処理手段をさらに備え、
　前記線幅補正手段は、前記対象画像の隣接画素間において、前記鮮鋭性回復量の符号が
反転する場合であって、かつ、前記隣接画素と同位置にあるハーフトーン画像の２つの画
素のうちの少なくとも１つの画素が露光画素である場合に、隣接画素の点灯画素と連結す
るよう露光位置情報を補正することを特徴とする請求項１から３のいずれか１項に記載の
画像処理装置。
【請求項５】
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　前記生成手段が生成した鮮鋭性回復量に対して、前記鮮鋭性回復量の符号が負の画素の
鮮鋭性回復量の絶対値と前記鮮鋭性回復量の符号が正の画素の鮮鋭性回復量の絶対値が同
じ場合に、前記鮮鋭性回復量の符号が負の画素の鮮鋭性回復量の絶対値が、前記鮮鋭性回
復量の符号が正の画素の鮮鋭性回復量の絶対値よりも大きくなるように加工する加工手段
をさらに備えることを特徴とする請求項１から４のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　前記生成手段は、前記空間周波数応答に応じて算出されたフィルタ係数を用いて、前記
対象画像の輝度値又はＲＧＢ値に対して畳み込み演算を実行することで、前記鮮鋭性回復
量を生成することを特徴とする請求項１から５のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項７】
　コンピュータを、請求項１から請求項６のいずれか１項に記載の画像処理装置の各手段
として機能させるためのプログラム。
【請求項８】
　生成手段により、対象画像から空間周波数応答の劣化を回復するための鮮鋭性回復量を
生成する生成ステップと
　線幅補正手段により、前記鮮鋭性回復量に基づいて、前記対象画像に線幅補正処理を施
す線幅補正ステップと
　を含み、
　前記線幅補正ステップでは、前記対象画像の隣接画素間において、前記鮮鋭性回復量の
符号が反転する場合に、前記鮮鋭性回復量の絶対値の大きな画素の符号に従って、線幅を
補正することを特徴とする画像処理方法。
【請求項９】
　請求項１から請求項６のいずれか１項に記載の画像処理装置と、
　前記画像処理装置により画像処理された画像データに係る画像を出力する画像出力手段
と
　を備えることを特徴とする画像形成装置。
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